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	製品名: CDK9マウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、サイクリン依存性タンパク質キナーゼ（CDK）ファミリーのメンバーです。CDKファミリーのメンバーは、S. cerevisiae cdc28およびS. pombe cdc2の遺伝子産物と非常に類似しており、重要な細胞周期制御因子として知られています。このキナーゼは、RNAポリメラーゼIIを介した転写の伸長因子であり、RNAポリメラーゼIIの最大サブユニットのC末端ドメインをリン酸化することで機能する、多タンパク質複合体TAK/P-TEFbの構成要素であることがわかりました。このタンパク質は、その制御サブユニットであるサイクリンTまたはサイクリンKと複合体を形成し、制御されます。HIV-1 Tatタンパク質はこのタンパク質およびサイクリンTと相互作用することが判明しており、このタンパク質がAIDSに関与している可能性が示唆されました。（RefSeq提供）組織特異性：普遍的。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	赤: コントロール抗原 (100 ng); 紫: 抗原 (10 ng); 緑: 抗原 (50 ng); 青: 抗原 (100 ng);
	

	Jurkat (1)、A431 (2)、HEK293 (3) 細胞溶解物に対するCDK9マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	DAB 染色による CDK9 マウス mAb を使用した、パラフィン包埋ヒト子宮内膜癌組織 (左) と直腸癌組織 (右) の免疫組織化学分析。

